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　鳥
取
県
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
回
は
、
文
部

科
学
省
の
施
策
の
う
ち
、
三
点
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

㈠
　
子
ど
も
の
体
験
活
動
推
進
に
つ
い
て
　

　青
少
年
の
体
験
活
動
は
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
な
ど
、
社
会
総
ぐ
る
み
で
体
験
活
動
の
機
会

を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
の
頃
に
自
然
体
験
活
動
を
多
く
行
っ
た

者
ほ
ど
、
自
己
肯
定
感
、
自
律
性
、
協
調
性
や

積
極
性
と
い
っ
た
非
認
知
能
力
が
高
く
な
る
傾

向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少

子
化
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
の
体

験
活
動
の
場
や
機
会
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
リ
ア
ル
な
体
験
不
足
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
の
活
動
は
地
域
で

の
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
も
大

変
重
要
な
活
動
で
す
の
で
、「
子
ど
も
ゆ
め
基

金
」
や
青
少
年
教
育
施
設
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
で
の
体
験
活
動
の
推
進
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

㈡
　
社
会
教
育
人
材
の
養
成
及
び
活
躍
促
進
に

つ
い
て
　

　社
会
教
育
人
材
に
つ
い
て
は
、
中
央
教
育
審

議
会
社
会
教
育
人
材
部
会
に
お
け
る
最
終
ま
と

め
（
令
和
六
年
六
月
）
を
受
け
、
民
間
や
社
会

教
育
団
体
等
が
実
施
す
る
資
格
や
研
修
等
の
内

容
に
応
じ
、
社
会
教
育
主
事
講
習
科
目
の
一
部

を
免
除
で
き
る
よ
う
、
昨
年
十
月
に
「
大
臣
認

定
学
修
」
の
基
準
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
令

和
七
年
度
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
全

国
子
ど
も
会
連
合
会
が
実
施
す
る
「
地
域
推
進

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
」
が
「
生
涯
学
習
支

援
論
」
の
科
目
に
相
当
す
る
学
修
と
し
て
、
今

年
度
初
め
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
社
会
教
育

主
事
講
習
の
科
目
の
一
部
代
替
と
し
て
本
制
度

を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
社
会
教
育
主
事
講
習
の
受
講

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
講
習
の
定
員
拡

大
や
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
、
更
な
る
受
講
機
会
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

㈢
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校

協
働
活
動
の
一
体
的
推
進
に
つ
い
て
　

　文
部
科
学
省
で
は
、
保
護
者
・
地
域
住
民
等

が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
と
、
幅
広
い
地
域
住
民
等
の
参
画

を
得
て
行
う
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
一
体

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
関
係
者
の

皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
学
校
運
営
協
議
会
の
委

員
や
、
地
域
学
校
協
働
活
動
の
担
い
手
と
し
て

参
画
い
た
だ
く
な
ど
、
各
地
域
で
様
々
な
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
最
新
の
調
査
結
果
で
は
、
全
国
の
公
立

学
校
（
三
万
四
千
校
余
）
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
校
数
が
二
万
校
を
超

え
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
導
入
促
進
と
活
動
の

充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
お
か
れ
て
も
各
地
域
に
お
け
る
取
組

に
お
力
添
え
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

わくわく！わくわく！

レクリエーショ
ンタイム！！

レクリエーショ
ンタイム！！

望
見

子
ど
も
の
体
験
活
動
の
意
義
と
国
の
施
策

子
ど
も
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体
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　教
科
書
や
塾
で
は
学
べ
な

い
こ
と
。
子
ど
も
は『
体
験
』

す
る
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
あ

る
。「
社
会
性
」「
人
の
心
」

に
関
係
す
る
、
目
に
見
え
に

く
い
能
力
。
災
害
な
ど
の
想

定
外
に
「
命
を
守
る
行
動
」

が
で
き
る
能
力
。
子
ど
も
会

の
よ
う
な
、
地
域
の
人
と
異

年
齢
で
様
々
な
『
体
験
』
を

す
る
こ
と
で
身
に
つ
く
。
残

念
な
が
ら
子
ど
も
会
は
「
○

○
塾
は
成
績
が
上
が
る
よ
！
」

と
い
う
よ
う
な
成
果
が
見
え

な
い
の
で
実
感
が
伝
わ
り
に

く
い
。

　二
〇
一
九
年
末
か
ら
二
〇

二
三
年
五
月
の
五
類
感
染
症

移
行
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
は

多
く
の
体
験
活
動
の
中
止
を

余
儀
な
く
し
、
子
ど
も
た
ち

に
大
き
な
影
響
を
残
し
た
。

も
ち
ろ
ん
大
人
た
ち
に
も
。

今
は
見
え
て
い
な
い
が
大
打

撃
だ
。

　そ
し
て
今
、
第
二
の
危
機

が
迫
っ
て
い
る
。
体
験
活
動

の
場
「
子
ど
も
会
」、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
場『
体
験
』

が
、
大
人
に
よ
っ
て
無
く

な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
。
国
立
青
少
年
教
育
振
興

機
構
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
「
体
験

し
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

　一
度
き
り
の
子
ど
も
時
代

に
『
体
験
活
動
が
で
き
る
』

環
境
づ
く
り
。
大
人
の
責
任

だ
と
思
う
。
 

N
美

編

集

後

記

子ども会に入ろう！子ども会に入ろう！

子ども年会費　1人　150円　　指導者・育成者年会費　1人　250円

全国子ども会安全共済とは
子ども会活動中に会員本人が負ったケガや病気に対して死亡共済金、後遺障害共済金、医療共済金が支払われます。

賠償責任保険とは
子ども会活動中の事故により主催者以外の会員や第三者が死傷したり、第三者の財物に損害を与えたりもしくは他人から預かった
財物に損害を与え法律上の損害賠償責任を負ったとき、保険金が支払われます。

鳥取県子ども会育成連絡協議会
Mail：kodomo31@gamma.ocn.ne.jp

子ども会は、子どもたちに生きる力と輝きを育み、
体験を通して感動が生まれ、輝く夢を与える活動を行なっています。

子ども会活動を安心して行うために、共済に加入することも忘れずに！！

子ども会の活動、取り組み
★仲間遊び ★エコ活動 ★緑化運動 ★スポーツ活動 ★慰問・訪問活動

★食育活動 ★生活習慣向上運動 ★伝承芸能活動 ★募金活動

年会費には共済掛金の他に賠償責任保険料が含まれています。
活動中に会員本人が負ったケガや病気の他に、誤って第三者にケガを負わせてしまったり、物を壊したりしたときも補償を
受ける事ができます。
事故防止のため、定期的に、そして事業開始前から事業実施中にもKYT（危険予知トレーニング）と、事前の会場下見に
よる安全・安心を確保しましょう。

加入手続きに必要な書類など、全国子ども会連合会のホームページにご用意しております。また、ネットによる加入手
続きもできますので、所属の都道府県・政令指定都市子連、および市区町村子連へご確認の上、ご活用ください。

子ども会安全共済会に加入するには
単位子ども会、市区町村子連、都道府県・指定都市子連に所属する者が、次の年会費を納めることが必要です。

内 
訳 

全国子ども会安全共済掛金

全国子ども会連合会運営費

50

20

80

100

円

円

円

円

（子ども会賠償責任保険料を含む）
70円

鳥取県子ども会育成連絡協議会安全事業費

鳥取県子ども会育成連絡協議会会費  

（安全教育、共済金請求書作成、名簿管理等の費用として）

＊指導者・育成者のみ

ホームページ　http://www.kodomo-kai.or.jp/tottori/　　E-mail：kodomo31@gamma.ocn.ne.jp ホームページ　http://www.kodomo-kai.or.jp/tottori/　　E-mail：kodomo31@gamma.ocn.ne.jp

お問い合わせはお気軽に




